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Research Abstract

本研究では、動物と植物の間の性質をもち原形質流動により収縮運動をする真正粘菌のモジホコリカビ(Physarum Polycephalum)の変形体をバイオアクチュエータとし
て利⽤するための基礎的研究を⾏い、主に以下の成果が得られた。なお、実験には⻑さ10mm〜40mm、直径0.5mm〜1.0mmの変形体粘⽷の部分を⽤いた。 
1.実験にあたりまず等尺性収縮および等張性収縮状態で引張試験が⾏える装置を電⼦天秤を改造することにより作成した。この装置はステッピングモータにより1μmで
位置決めができるようになっている。また、⽣体活動電位を測定するためにKcll Ag-AgClガラス微⼩電極を取り付けた。 
2.等尺性収縮を⾏った結果、周期が2分で振幅が5mgf程度の張⼒を発⽣することがわかった。また、⽣体活動電位を測定したところ、張⼒と同じ周期で振動することがわ
かった。なお、発⽣電位のピーク点と張⼒の極⼩値が対応していた。 
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3.等張性収縮についても等尺性収縮と同様に実験を⾏ったが、電極固定の影響が荷重にでるなど問題点が起こり、装置の改良を⾏う必要があることがわかった。また、ア
クチュエータとして使⽤する場合の問題点等についても確認した。 
4.培養⽤寒天上に餌をおき、少し離れたところにおいたモジホコリカビの⽣体活動電位を測定したところ、餌の位置により発⽣電位に差の出ることがわかった。これは、
餌(栄養分)を⾒つけるためのバイオセンサーとしてモジホコリカビが使えることを⽰唆しているが、まだデータ数などが少なく今後さらに検討していく必要があると考え
られる。
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